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平成２４年度市史編さん事業計画書 

 

 

１ 事業の概要 

 

（１）市史編さん事業推進本部の開催（６回） 

 

（２）市史編さん委員会の開催（３回） 

 

（３）市史本編の刊行 

市制施行５０周年にあたる年度として、平成２４年度内に地理・考古・民俗編、近世編、

近現代編の市史３編を刊行する。近世編については平成２４年１０月に、他の２編につい

ては平成２５年３月に刊行する。 

【編集方針】 

    刊行にあたっては、「小平市史編さん基本方針」の編集方針に基づき、多くのひ

とびとが興味を持ち、手に取って読んでみたいと思える内容とし、読みやすく調べ

やすいものとするとともに、調査・研究の成果を十分に反映し、史料に基づいた精

度の高い内容とし平易でわかりやすい記述とする。また、すでに整備されている古

文書目録や史料集等を基礎史料として活用し、独創的で具体的な内容になるよう努

める。 

【編集作業等の進め方】 

・「小平市史執筆要項」及び各編が独自に定めた付則などを遵守した内容になっている

か、特に、参考文献・史料の引用方法や差別用語の取り扱い、表記が適切に行われ

ているか、などに留意する。 

     ・特に著作権の所在に留意し、必要に応じて著作権者から掲載許諾の手続きを取る。 

・執筆者から原稿が提出され次第、監修と内容確認作業を進める。 

・必要に応じて原稿の写しを関係部署に配布するなど、入念な確認作業を行う。 

・原稿は市史編さん委員会に諮り確認・決定し、市史編さん事業推進本部の承認を受

けたうえ、印刷・製本を行う。 

 

① 地理・考古・民俗編の編集と刊行 

 

地理・考古・民俗編は、平成２３年１１月から開始した原稿執筆を平成２４年５月中旬

までに終了し、監修者による監修作業を行う。９月には印刷・校正を開始し、平成２５

年３月に刊行する。 
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【地理・考古・民俗編の編集の進め方】 

・監修者は執筆者の執筆活動を監督し編集作業を行う。また、地理編、考古編、民俗

編の３編の調整を行う。調査専門委員は、監修者の指示に従い、原稿の取りまとめや

執筆者との連絡調整を担うとともに、原稿の内容確認と校正作業に従事する。 

・必要に応じて、追加調査などを行う。 

 

② 近世編の刊行 

 

近世編は、昨年度に引き続き監修者による監修を行う。平成２４年６月に印刷・校正

を開始し、１０月に刊行する。 

 

【近世編の編集の進め方】 

・前年度に引き続き、監修者が監修作業を行うとともに、調査専門委員は監修者や執

筆者との連絡調整を行う。また、執筆原稿の内容確認と校正作業に従事する。 

・必要に応じて、追加調査などを行う。 

 

③ 近現代編の原稿執筆と刊行 

 

近現代編は、平成２４年２月から開始した原稿執筆を８月中に終了し、監修者による 

監修作業を行う。１１月には印刷・校正を開始し、平成２５年３月に刊行する。 

 

【近現代編の編集の進め方】 

・監修者は執筆者の執筆活動を監督し校正・編集作業を行う。調査専門委員は、執筆

者との連絡調整を担うとともに、原稿のとりまとめ及び監修者との連絡業務を行う。ま

た、執筆原稿の内容確認と校正作業に従事する。 

・史料のデータ作成と分析を進める。 

・必要に応じて、追加調査などを行う。 

   

（４）市史編さん事務の推進 

① 市史別冊の刊行 

 

       市史別冊として、写真集及び図録を作成する。写真集及び図録は、平成２４年９月ま

でに目次構成を決定し、掲載許諾及び編集作業などを行う。１０月には印刷・校正を

開始し、平成２５年３月に刊行する。 
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【市史別冊の編集の進め方】 

・調査専門委員は、市史本編の執筆者及び関係部署と連携し、資料収集等を行い、本

編と整合性のとれた内容になるよう編集作業を行う。 

・各種史料のデータ作成と分析を行う。村ごとの年表作成及び絵図類の分析などを引き

続き行う。 

・図録に収録する資料のデジタル化作業を行う。 

・写真の整理と写真集の原稿作成を行う。 

・写真など掲載物について、著作者から掲載許諾の手続きをとる。 

 

②索引及び年表の作成 

平成２５年度に市史付編として刊行予定の索引及び年表を作成するため、近世編、

地理・考古・民俗編、近現代編について、掲載内容が固まり次第、順次、索引及び年表

の標目を選定し、データ入力等を行う。 

 

③市史研究の作成 

「小平の歴史を拓く－市史研究－第５号」を作成する。内容構成を検討して編集作業

を行い、平成２５年３月に刊行する。 

 

  ④市史編さん庁内連絡会議の開催 

     市史編さん庁内連絡会議を開催し、市史編さん事業の推進及び刊行物について、庁

内各課と連絡調整を図る。 

 

２ 事業成果の公表 

（１）刊行物の刊行 

   ・市史本編及び別冊の刊行      本編  近世編  ・・・・・・・・・・  平成２４年 １０月 

                              地理・考古・民俗編 ・・・ 平成２５年  ３月 

                              近現代編  ・・・・・・・・  平成２５年  ３月 

                         別冊  写真集  ・・・・・・・・・・  平成２５年  ３月 

                              図録   ・・・・・・・・・・・  平成２５年  ３月 

・「小平の歴史を拓く－市史研究－第５号」の刊行  ・・・・・・・・・・   平成２５年  ３月 

  

（２）ホームページの運営 

・平成２４年１０月の近世編の発行に合わせて、ホームページを充実する。 

・市史編さん委員会会議要録を掲載する。 

・調査・研究成果を公開する。 

・市史編さんこぼれ話を掲載する。 
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（３）研修会等の開催 

   ・近世編の刊行に合わせた市民向け市史編さん講座の企画及び調整を行う。 

   ・近世編の刊行に合わせた職員向け歴史研修会の企画及び調整を行う。 

・市民の協力による事業を推進する。 


